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達成状況

A

達成状況

５つのポイント A

情報共有・連携
の充実 B

課題探究的な学
習 A

５つのポイント A

命を大切にする
指導 A

道徳教育 A

その他 B

健やかな
体

「健やかな体」
育成プログラム
の実施

A

未来の札幌を考
える【環境】 A

特別支援教育 A

安全教育 A

家庭や地域とと
もに進める学校

づくり
B

人間尊重の教育 A

A

A

グーグルフォームを使っての欠席連絡が定着し、保護者とのや
り取りがスムーズになった。ホームページからの発信について
は、内容や回数を工夫し、わかりやすく発信したことで閲覧回
数が増えた。

A A

児童は行事や学級活動を通し
て、協力したり、支え合ったり
する「思いやり」の気持ちを大
切にした、温かな関わりができ
ている

教師や友達の話を聞き、理解しようとする姿が見られているので、
意図的に話し合う場を設け、理解を深めていく。

友達のよいところを見つけて伝え合うことで、自分のよさに気付く
よう学校全体で働きかける機会を増やした。行事での感想交流や異
学年交流活動、キャリアパスポートの活用も子どもの思いやりの心
を育成していくのに効果的であった。次年度も継続していく。

思いやりの心と未来を拓く逞しい子

A A

A A

家庭学習の習慣づけを各担任から働きかけ、定着してきた。児童自
身もこれを実感してきており、学校らの働きかけを前向きに捉えて
いる家庭が増えた。今後も継続するとともに内容や量について家庭
と連携をより図れるように参観懇談等でも積極的に話題にしてい
く。

学習に興味をもって取り組む児童が増えてきた。持続する力を付け
るため、教材教具の工夫や端末を効果的に活用することで、主体的
に活動できる子が増えてきた。今後も継続して基礎基本の定着を図
りながら、わかるできる楽しい授業づくりを目指し、粘り強く取り
組めるように働きかけていく

児童は授業中、教師の話や友達
の発言などを聞き、理解を深め
ている

学校からの各種のお便り（学
年・学級も含む）やホームペー
ジ等で、児童の様子や学校の取
組を分かりやすく伝えている

A A

児童は、友達や先生、お客さん
に対して進んであいさつするこ
とができている

あいさつは定着してきたが、自分から進んであいさつできる子が多
くないところが課題である。一人一人が目標を持ち、達成できるよ
うに継続して働きかけていく。

A

A A

A

A
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分野 重点項目 評価項目
自己評価

改善方策

学校関係者評価

自己評価の
適切さ

改善策の
適切さ

児童は自分から考えたり、考え
たことを進んで発表したりする
ことができる

学ぶ力

学校関係者評価委員会
による意見

信頼される
学校の創造

本年度の経営方針

自己評価結果に対する学校関係者評価

分野
自己評価

　○思いやりの心を基盤とした豊かな人間性の育成
　○主体的、探究的に学ぶ態度の育成
　○健やかな体を育み、安全に気を付ける子どもの育成

改善方策

学校関係者評価

改善策の
適切さ

自己評価の
適切さ

評価項目

思いやりのある行動が、児童に定着してきた。より主体
的に学習等に取り組む姿勢を育むための手立てを講じて
きたため、落ち着いた授業を進めることができている。

学校関係者評価委員会
による意見
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児童は学校生活や学習のきまり
を理解し、守っている

生活評価週間などの運動期間はきまりを守ることができる。きまり
を守る大切さを理解し、行動に移せる児童が増えてきた。粘り強く
指導を重ねるとともに、学級活動などできまりを守る必要性を考え
させ、児童が自身の行動に気付けるようにしていきたい

児童は学校生活を楽しんでいる
児童の様子を観察し、必要な言葉かけや保護者との連携を図るため
に、組織として対応を進めた。

児童は体育の授業や休み時間
に、進んで運動に取り組んでい
る

グラウンドで積極的に体を動かして遊ぶ子が増えた。また、鉄棒、
マット、跳び箱週間を設けた時は、多くの児童が積極的に取り組ん
でいた。継続的に運動量を増やすように全校で取り組んでいく。心
身の発達、食育の面からも授業を通して意識化させることができ
た。

落ち着いて授業に臨んでいる。
思いやりは人間としての原点である。
継続して実施することが大切である。

A A

本校の重点である思いやりのこ心を醸成するために、様々な働
きかけを行った成果が表れてきた。引続き、働きかけていく。
併せて、道徳教育の充実や人権教室を取り入れ、違う面からの
アプローチも行っていく。

学校関係者評価委員会
による意見

AA

業務改善・働き方改革

会議のもち方や回数、内容などの共通理解が深まったことで、
各々の働き方に工夫がみられるようになった。情報共有を効率
よく行うことで、授業づくりに時間をかけられるようになって
きたた。

札幌らしい
特色ある学校
教育の推進

学校独自の教育活動に取り組
み、成果を上げている

伝統的に続けてきたさけ学習をコロナ禍前に戻すことができ
た。環境や命の繋がりについて考え、思いやりの心を育てるこ
とができた。

子どもの
発達への支援

児童の相互のトラブルや悩みが
深刻化する前に対応することが
できている

目指す子ども像

小中一貫した教育に向けた取り組みを今後も充実していってほしい。

A

A A

A A

A A

豊かな心

児童は家庭での学習に十分取り
組んでいる

パートナー校単位での
「小中一貫した教育」の推進

パートナー同士での取組や実態を積極的に交流することができ
た。次年度はグランドデザインの目指している姿に近づくため
に実践や具体的な取組を行っていく。

A

学校番号

令和

学校独自に
設定する分野

A A

A A

～思いやりの心と未来を拓く逞しさを培う学校の創造～

令和６年度　自己評価及び学校関係者評価書

今年度の重点目標

各担任の迅速な対応と特別支援教育コーディネーターを中心に
情報の共有化を図ったことで、事前に対応策を講じることがで
きた。担任も保護者と連絡を密にして大きなトラブルに発展す
ることはなかった。次年度も情報収集と共有化を図っていく。

A A

札幌市立東白石小学校

学校関係者評価委員会
による意見

学習ツールとしてのタブレットが集中力を高め、子どもたちが十分に使いこなしている。今後も学習効果を期待したい。

児童が安心して学校で過ごせるための安全教育を今後も充実していただきたい。

児童の安全に対する指導体制が
整っている

スクールガードの方やPTA活動として多くの保護者の方が登校点
検にご協力いただいたおかげで、安全に登下校することができ
た。校内においても見守りを行い、大きな怪我等につながるこ
とがなかった。

教科等の枠組
を越えた教育

個々を尊重する態度が身につい
ている


